
文部科学省 大学間連携共同教育推進事業 

「IT を活用した超高齢社会の到来に対応できる歯科医師の養成」 

第５回 IT を活用した教育センター会議 議事録 

【日 時】2013 年 1 月 21 日（月）10:30 ～11:30   

【場 所】以下の３拠点によるスカイプ会議： 岩手医科大学：城教授室、北海道医療大学：

越野教授室、昭和大学：1 号館 505 号室 

【出席者】城教授（岩手医科大学）、越野教授（北海道医療大学）、片岡教授（昭和大学） 

――――――――――――― 議 事 内 容  ――――――――――――― 

１）各ワーキンググループの IT 教材進捗状況を確認した。 

グループ 1：症例案について糖尿病、薬剤、精神疾患など口腔乾燥の代表的なパターンで分

けるか、様々な疾病を盛込むかで意見がでているので、今後スカイプ会議で調整していく。 

グループ 2：斎藤先生から感染対策の動画を見せて頂き、それを参考に今後内容を詰め、29

日のグループ内の Skype 会議でブラッシュアップする。模擬患者を撮る予定である。 

グループ３：脳梗塞患者の「急性期」→「慢性期」の医療の流れを、ビデオと e-learning

で学習させる方向で準備を進めている。 

グループ 4： IT 教材に動画を取り組む意向で進めている。動画の内容は、「高齢者の身体

的特徴」に関して学生に理解させる内容で、歩行、食事の様子、看護・介護職の床ずれの

予防や姿勢の矯正などを撮影する。 

 

動画を撮影したいという意見は各グループからでていて、事業の今年度予算の関係もある

ので、大体の内容、出演者数、撮影場所等を 2 月上旬もしくは半ばまでに頂く事を了承し

た。 

ビデオ教材必要な内容は、 

１． 撮影場面（場所）：例、病院，施設，学内 

２． 登場人物：役者・模擬患者・患者，年齢、性別，（演じる）疾患名 

３． 撮影内容：どのようなシーンを撮影するか(具体的に） 

４． 時間：実際に教材として用いる映像の時間 

５． 編集：テロップ、ナレーションなどの必要性 

６． その他 

である。用紙を作成して、各 WG の責任者の先生に提出してもらう。 

患者さんを撮影する場合、患者さんの画像流出が懸念される。個人が特定できないよう編

集するなどの配慮および患者さんの同意の必要性を確認した。 

２）第 6 回 IT を活用した教育センター会議作業中間報告の参加者(資料 1)について 

各グループの参加者名簿（資料１）参照 

日時は 2 月 18 日(月) 10 時開始を予定しているが、最大 9 時～12 時の間で調整する事



にする。各大学で 1 つの部屋に集まる事を確認した。 

３）第 2 回 IT を活用した教育センターワークショップについて(資料２) 

3 月 6 日に前泊し懇親会を開催すること、3 月 7 日当日は 9 時に開始し、17 時終了で了承

した。ただし懇親会出席は難しい方もいる事を確認した。当日は各ワーキンググループの

IT 教材のブラッシュアップが中心となり、本ワークショップで IT 教材案をかため、その後

実際の IT 教材の製作に進む事を了承した。また教育プログラム検討委員会および到達度評

価委員会も予定している。 

４）公的研究費(文科省助成金)の消耗品費の取扱いについて 

PC 等を購入し、今後学生や教員の IT 教材使用に活用する意向で、北海道医療大学・岩手

医科大学で連絡を取り合っている。PC の整備、Skype 会議の機器、備品等で使い切るよう

調整する事を確認した。 

５）その他 

① 6 月に南カリフォルニア大学グレン・クラークの口腔内科の IT を活用した大学院教育

を視察する予定で、越野先生・城先生のご予定を確認した。 

② 第 2 回ワークショップでのグループ分けについて確認した。歯科医師会の方々は第 1 

回と同じグループ分けで、発表討議の際にはグループ 1、2 に対しても意見を伺う事で 

了承した。 

③ 城先生より、D3 講義のシラバス案を頂きたいとのご要望あり、実習や e-learning 等の 

  講義内容をお送りすることで了承した。 

④ 業者に、学生へのオリエンテーション、トライアル、導入当日の対応マニュアル等の 

  対応を依頼中だが、IT 教材の運用に対して各大学からもご意見やご支援を賜る事を 

  了承した。 

 

次回は 2 月 18 日(月) 10 時開始予定。 



グループ番号
北海道医療 大学
岩手医科 大学
昭和 大学
北海道医療 大学
昭和 大学
岩手医科 大学
北海道医療 大学
岩手医科 大学
岩手医科 大学
昭和 大学
北海道医療 大学
岩手医科 大学
昭和 大学

飯島 毅彦
城　茂治
草野　薫
近藤 尚知

第6回ITを活用した教育センター会議　ご出席者リスト

大学名　 お名前
安彦 善裕
熊谷 章子
美島 健二

1

2

齊藤 正人

3
藤村 朗
向井 美恵

4
越野 寿

須和部 京介
北川  昇

資料１



2013/1/19

時間 テーマ 実施方法 担当 備考

8：45～9:00 集合・受付

9:00～9:20 開会式（学部長　挨拶，自己紹介） 全体会 片岡

9:20～9:35 WSのスケジュール 全体会 片岡

11:25～11:35　 休憩

発表、討議

発表８分、討議７分

12:１5～13:00 昼食＋グループディスカッション

15:00～15:10 休憩

発表、討議

発表８分、討議７分

教育プログラム検討委員会　到達度評価委員会

1６:50～17:00 閉会式、写真撮影、アンケート 全体会

15:10～16:00 発表と討議

9:35～11:25　

連携校および歯科医師会で協働して開発するIT教材のブラッシュアッ
プ

13:00～15:00

片岡

文部科学省　大学間連携共同教育推進事業
第2回ITを活用した教育センターワークショップ　スケジュール

連携校および歯科医師会で協働して開発するIT教材の最終プロダクト
作成

16:00～16:50

11:35～12:20 中間発表と討議

グループ討議 片岡

片岡
連携校および歯科医師会で協働して開発するIT教材のブラッシュアッ

プ
グループ討議

グループ討議

資料２




